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〈超越〉についての心理臨床学的研究
｢自分を超えた何か｣ の体験の語 りを手がか りに-

大 家 聡 樹

1 はじめに -私が (超越)を考えるにあたって -

我々は生きていると ｢自分の力を超えた,または人間の力ではどうすることもできない｣とい

う意味で超越的な力を体験することがある｡ 例えば,阪神淡路大震災などの大きな自然災害はそ

れに当たるだろう｡ それは人間の意図を超えて突発的にやってきて,それまで自明であった世界

を容赦なく破壊する｡ またチ例えば夢半ばにして突然不治の病に冒されたりすることもあるだろ

う｡ 人間はそのような自分を超えた力によって破壊され,自明性の失われた世界を生きることを

余儀なくされるという意味で,そうした力をこうむった人間はそれまでのあり方を問い直し,必

要に応じた変容をせざるを得なくなる｡こうした力は,人間の意図を超えたところからやってき

て,それに対 して入間が統制感を持たないという意味では,｢自分を超えている｣ と言え,その

意味で超越的な体験であるといえるだろうO

反対に,自分があずかり知らぬ力によって自らが守 られていたり,繋がっていたりするという

体験する場合もあるだろう｡ 例えば,普通ならば死んでもおかしくないような事故にあったのに,

奇跡的に無傷だったというような場合が考えられるだろう｡ その際には,自分を超えた力による

奇跡に感謝を覚える｡ また,遠 くに住んでいる親戚が亡くなった時刻に,その人の夢を見ていた

というような場合においては,その自分の意識的な認識を超えた繋がりに対 して,神秘的な感動

を覚えるかもしれない｡

しかし,こうした非日常性を端的に感 じる例を挙げるまでもなく,筆者が一人の人間として生

きている日常生活を振り返 ってみれば ｢自分を超えた何か｣にまっわる事象はいくらでも存在 し

うるo考えてみれば,太陽がなぜ東から上ってきて西へ沈み,その運行によって朝が来て,また

夜がくるのかとか,どうして私がこの世に生まれてきたのか,そしてどうして死んでゆくのか,

というごくありふれた誰もが体験することが可能であり,自明であるような事象一つ取 ってみて

も､それに適切に応えるには ｢自分を超えた何か｣を考慮せずに考えていくことは難しいように

思われる｡

こうした問いに対 して,天文学の知識を用いて解説 したり,生死の問題を生物学的,医学的知

見をもとに説明したりすることは可能であるように思われる.こうした科学的視点からの解答や

説明は,その観察主体である人間の主観的な関わり,つまり人間が説明する対象ととともに関わ

りながら生きていることの影響をき意識的にどうにか切り離そうとして得 られた科学的な客観性

に基づいて得 られた知見であり, それを強みとしている点が特徴であろう｡

確かに,そうした科学的な解答や説明は,我々が ｢もの｣として生きている次元においては人
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問の人生にとって非常に役立っことであるように思われるO 実際に,医学技術の進歩は人間の寿

命を長 くしただろうし,そうした知見によって しか得 られない利益というのがあると思われる0

岩と先進国に住む現代人はその恩恵を存分に被っているように思われるo Lかし,上記の Fなぜ｣

という問いに関 していえば,F私が生 きている己と｣ との繋がりにおいて,なぜ太陽が動いてい

るのか9なぜ生きているのか,そして死んでいくのかということに応えることは別の問題 として

あるように思われるo そして9 這うした次元の問いに対 しては,何か ｢私が生きていること｣を

抜きにした知識で説明することでは不十分でラ個人が生きていく中でこうした問いに,自分なり

に応えていく勉ないように患われるO 特に予現代の日本においては ｢私が生きていること｣との

繋がりから上記の問いに応える昌とはなかなか困難なのではないだろうかO というのも,上記の

問いに応えるためには､｢自分を超えた何か｣を想定せざるをえず､そうした F自分｣ と ｢自分

を超えた何か｣との間にある関わりや繋がりの拠 り所となっていたと考えられる物語や神話は現

代においてはき 解体されて しまっているように思われるか らである｡ こうして考えていくと,覗

代の日本人はどのようにしぞ自らの生の営みに存在する ｢自分を超えた何か｣に関わり生 きてい

るのだろうかという問いを立てることが可能である0 本稿では, この問いにいくらか応えていこ

うとするものである｡

望 問題

F'自分を超克た陶か｣と 〈超轟〉,く遺産軽さに等いて

本稿では,(超越〉,〈超越性〉という昌とばを用いるので,その定義を簡単に述べておきたいo

超越とは,哲学的には古来から議論されてきた概念であるo Lか し,厳密な哲学的な定義を行な

うことは,筆者の現在の力量を大きく超えることであるので行なわないO本稿では,河合 (2002),

渡辺 (2006)などを参考にして,本稿で周いる く超越)は,｢自分を超えた何か｣(例えば,力や

存在など)のこと全般をさすことばとして周いることにする. 文脈によって (超越)と ｢自分を

超えた何か｣を使い分ける∈とがあるかもしれないが,基本的にこの二語は同義であるとして以

下の論を進めたい.また (超越性〉ということばについては,主体 (注D が (超越)を体験 し

た際,その主体にとってどのように ｢自分を超えた｣ と体験 されているか, というような (逮

越〉の性質をさすことばとして用いることにする.

r一臨床｣とはど引,＼う::.1とか

く超越〉 ということを考えるにあたって争様々な視点が考えられると思われる. 例えば,先述

したように､超越ということば自体は哲学でもこれまで多 くの議論がなされてきたことであろう

し,(超越〉にまつわるような心理学的事象についての臨床心理学研究 も数は多 くないが存在す

るO(この点は後述する｡)

本稿では,心理臨床学的な視座に立 って 〈超越〉ということを考えることを目的としたいo L

たがって, この研究の土台を明確にずるためにも,何故心理臨床において (超越)について考え

る必要があるのかということを改めて考えてみたい｡

では,まず臨床とはどういうことであろうかo皆藤 (1998)によれば,｢『臨床』とは,文字通
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り 『床に臨む』の意である｡ そしてその 『床』とは,『死の床』である｡ つまり,『臨床』とは,

死の床にある人の傍 らに座 り,死に逝 く人のお世話をすることを意味することばであるo｣とし

ている｡ 入間の生に寄 り添 うことを考えたとき,生きる過程を見ていくということは死に逝 くこ

とを見てゆくことであるo 臨床家という職業が成 り立っならばそれは,セラピス トという一人の

人間が,クライ孟ントという一人の入間が生きて死んでいく過程に関わっていく職業であるとい

うことになると思われる｡

さらに ｢『臨床』 とは,人間がある世界から別の世界へ向かおうとする変容のプロセスに,堤

実とのかかわりを配慮 しながらかかわる作業である｣という｡ 臨床という営みがこうした変容の

プロセ利 己立ち会うことであるならば,こと心理臨床の営みにおいてその変容のプロセスに (逮

越〉はどのように関わってくるのだろうか｡

心理臨床学においで超越性を考える≡とめ意義

次に,心理臨床における変容のプロセスにおいて (超越〉について考えることの意義について

先行研究を基に考えてみたいO井筒 卓ヒルマン昏河合 (1983)において河合は.｢夢分析の中で

自分の意識を超えた何 ものかが存在するすると感 じたときに変容が起こり,そうした何か超越的

なものに対するセンスを持った後は,すべてのものごとを,意識を中心とした見方ではなく,潔

い観点から見ることができるようになるO｣ と述べ,さらにそうしたセンスを持った後は,｢私は

この人は自分自身でやっていける9分析を終わってもいいと考えます.｣(河合,1989;渡辺,

2006)と述べている｡ またJung闇0もto(1917)のヌミノース概念を用いて,｢自分の研究上の主

な関心は,神経症の治療にあるのではなく,むしろヌミノースムへの接近法にある. 事実を言え

ばヌミノ-スムの接近こそが真の治療であるといえるものであるか ら,ヌミノースム的体験に至

れば病理的な呪いから開放される亨 というわけである. 病気そのものがヌミノースムの性格を帯

びている亨とさえ言えるのである｣(Jung,1945;松田,2006)と述べている.

河合のこのことばからすると, クライエントが (従 ってセラピス トが)超越的なものに対する

センスをもっような変容を遂げることが,心理療法の目的の一つと考えられるo そして,超越的

な存在に気づ くことは,反対に個人の変容に関わっていることが示唆されているO これは,個人

が自らの生の営みの中に存在 している 〈超越)に気づき,｢自分を超えた何か｣を含めたところ

から, 白身の新たなあり方を模索 し,(超越)を生きていくという作業に立ち会 うことが心理療

法には求められていることを示すものであると思われる｡Jungの言葉 も,ヌミノースムを 〈超

越)の一部として捉えるならば,心理療法における目的の一つとして (超越〉への接近があるこ

とを示す言説であろう｡ 従ってヲ現代人がいかに (超越)を生きることを明らかにするというこ

とは,心理臨床面接のプロセスにおいて重要な意味をもっ体験の様相を研究するということであ

り,その意味で心理臨床学的な意義があると思われる.

超越性に関する先行研究につい冒

次に,本研究でテ-マとしている (超越性〉に関連する心理臨床学的な研究をいくつか紹介す

る. 心理療法における超越性をテ-マとしで扱った研究としては,渡辺 (2006)が挙げられるo

渡辺は,｢無意識｣を ｢私の中の私ならざるもの｣ として捉え,｢私の中の私ならざるもの｣の
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｢私を越える大きな働きや存在｣のことを ｢超越性｣｢超越的なもの｣と呼び,自身の夢分析を中

心とした臨床体験をもとに,超越性の働きや意味をめぐって臨床心理学的な観点から論 じている｡

また,近接するテーマを扱った研究としては,松田 (2006)が挙げられるo 松田は,超越的な

体験のひとつであると考えられるヌミノ-ス体験について調査研究を行なっている. (注2)ヌミ

ノ-ス体験は,Otto(1917)が宗教的体験における ｢聖なるもの｣か ら道徳や倫理などの合理

的要素を差 し引いた,合理的に説明 しがたい部分のことである｡その中で松田は,ヌミノース体

験は,無意識に飲み込まれる危険性を学むと同時に,その人の後の人生における ｢開け｣を得る

機会にもなりうると考えて,その肯定的側面を統合失調症者の心理療法につなげることの可能性

について考察 している｡

渡辺の研究は,先述 したとおり渡辺の実践する心理臨床面接における夢分析過程の中で得 られ

た夢を素材としてヲ心理療法における超越性についての考察がなされている｡ また,松田の研究

においてほ,健常者にも調査が行なわれているが,同時に統合失調症者のヌミノ-ス体験を扱い,

披調査者として病院にこられている統合失調症者を対象として調査を行なっており,研究の目的

としては9ヌミノ-ス体験の統合失調症者にとっての治療的な意味を見出すことに主眼が置かれ

ている｡

調査方法について

では､｢〈超越〉をいかに生きるか｣ ということをテ-マとして心理臨床学研究的な調査研究を

行なうにあたって, どのような方法が必要であろうか｡

(超越〉体験の一つと考えられるヌミノ-ス体験と類似性をもっ自我体験研究 (西村 (1978),

高石 (1988))の方法論がそれまでの研究が質問紙調査中心であったことを受けて,天谷 (1999)

は, ①自我体験は感覚的体験であり,書き言葉で説明するには困難な場合があること,②時には

自殺や離人体験にもなりうるような危険も伴 うため,面接の相互作用を通 して柔軟に対応 しなが

ら体験を捉える必要性があること,③面接のやり取 りを経るうちに,披面接者が当時の体験をよ

り鮮明に思い出したりラ状況を詳 しく説明できたりすること, などの点から,個別の面接法によ

る調査の必要性を説いている｡

奉研究の対象となる 〈超越〉体験 も,自我体験と同様に,語り手の存在を根底か ら揺さぶるよ

うな体験が含まれると予想されたことから,その体験内容を体験者から伝えてもらう場合には以

下の点を考慮 して調査を行 う必要があると考えられる. 第一に,調査者 も披調査者 も共に 〈超

越〉に向き合いっつ,それを語る被調査者を守ることができる場を設けてそこで被調査者から直

接語 りを聞 くという形で調査を行 うことが望ましいことラ第二に, 質問紙調査による予備調査で

は内容が伝わりにくく語 られにくかった己と,それに比べて直接会 って話 しを伺 う中においては

それぞれの体験が語 られた這ときそして第三に,実際に対面 してき面接者と語り手が場を共有す

る中で面接者と被面接者の (超越〉体験にまつわるコンプレックスが動き出してこそ語 られうる

内容があるのではないかと考え られたことである0 第三の点のように,〈超越〉体験に特有の必

要性からも,個別面接によって筆者が面接者 となり聴取するのが適切だと考えられた｡調査対象

者については,体験の言語化の問題を考慮すると雪大学生が適切と考えられたO
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3 日的

現代の日本において,非臨床群の青年がどのように く超越)を生きているのかという様相を明

らかにすることを目的とした｡その際の視点としては,第一に,体験者にとって何が ｢自分を超

えた何か｣と体験されているのか,第二に,体験者にとっての く超越性)について,第三に,体

験者にとっての く超越)体験の意味についてという3つの観点から基本的な考察を試みた｡

4 方法

調査時期は,2005年il月上旬から中旬にかけてであったO調査対象は,国立P大学の学生と私

立Q大学の学生合わせて38名 (19-25歳9男性 9名 :平均年齢22歳,女性21名 :平均年齢 :20.7歳)

を対象としたO先行研究の批判的な検討や,一連の自我体験研究における方法論の検討などから,

調査の安全性,孟ピソ- ドの想起可能性,言語化可能性などを考慮 して,筆者が面接者として個

別に半構造化面接を行なった｡

面接の流れとしてほ亨描画 〔珪3)を実施 した後,｢あなたが生きてこられた中で,『自分を超

えた何か』を体験 したことはありますか｡｣という問いを被面接者に伝えて, 体験を語ってもらっ

た｡その際に, 全 く体験が思い浮かばない場合は予そこからの連想を求め,さらにこちらからの

説明を加えた.その際,①異体的なエピソ- ド,②体験時期,③体験のきっかけ,④体験時の気

持ち,⑤体験による変化/影響,⑥体験の意味,⑦ ｢自分を超えた何か｣を空間的にどの辺に感

じるか,について尋ねた｡

面接過程の考察の方法とし引 ま,個別の面接過程を事例研究によって考察するのが適切である

と考えられたO理由としてはきF一日分を超えた何か｣にまつわる体験は,その内容をはじめとし

冒,超越の性質,その体験による影響,体験の意味づげなどの点において,非常に個別性や特殊

性が高い体験であると思われたためであるO また夢 量的な分析を行った先行研究が少ないため,

そのための枠組みを考える上でも9ひとまず個別の事例に入って探索的に く超越〉体験を見てい

く視点を模索する必要が感 じられたためであるo

従ってヲ量的な分析や,各プロトコルを分析 各分類するという意味での質的分析を行なうので

ほなく,個別の面接過程を事例研究的に考察 しラその中で体験者が ｢自分を越えた何かJをどの

ように生きているのかについて検討 していく方法を採用することにした0

本研究では9調査から得 られた面接過程のうち一つを選び,考察の対象とするo 事例の選別の

基準としてはや超越体験の典型の一つと考えられる自然体験を報告されたAさん (女性 :20歳)

との面接過程を取り上げることにするF,

5 結果 車 考察

5-弓 面接過程碍概要

く自分を超鼻た鞘か葛藤鎮守き自藷を轟農監菅習菅か? (暫く沈黙 して)結果なお空を見た時に,

蔭品藍慶竃O (静翼ラ藍も篭窪あとか恩C3冒｡自分を超えた大きなものだなあって思ったりするこ

とはあijますoそねは青竜澄み髄∋たお空だったリ,一度X地にいって,無人島に行ったことが

あるゐ習菅よO菅碍時,浜辺習星空を農たん習菅けれど,無人島だということで回りに何も光が
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ない品胃管よOだから音冨く星空が椅寛に見えで,空気も澄んでいて,何かその時にo何か未げ

さな苦い芳かもしれないん習菅博ど,宇宙を感 じた気か しましたO何か,星とか光ってて緒翼だ

なあ藍か普段は恩わなか∋たりするん習軍貫きど,昌の星とかも,何健光年とか,そういう遠いと

二期 こあ･1.,-I::'～昔か阜生きてたき‖_･て: ㌫こいなあって思いましたoまたここで見えているのは

すごいなあう冒e(尊重時鼻気特 写〉うわ轟亨凄いなあっていうのと,こう具体的には浮かぽな

らも習晋博藍争奪碍時の気時を表現すると9豊富昌か宅 ｢凄いなあ｣ 戸∋て思うでました｡(広いとか

宇宙とかから思い浮か表芸昌と軍〉う-ゐ 串昏昏- e費の関連なんですきまど, 生命とか人間とか考

見ますねo昔から亨生命藍か宇宙藍か 鰐尊皇メンタ リ-番組とかある じゃないですか.何か

汗V局薗名前)とかなゐ習酎 きざ , 親が好きだから-緒に見ていたんですけど,それが浮かびま

菅oiそういう俸蛍を-番最観官昌俸額さ穐た釧 蓋い慧頃?〉F超えた｣という感 じがする釧 蓋,結

構幼い時とかも壁を農皇ぼ嘗思う昌藍があヨた府警,きっとか学生府頃もあったと思いまずo広

いお堂重恩7一い::;:i,:･･:十二い.:二認･'tたぎ)土､ [3-::tきい零を見ていたりとか｡そうですね0-番な

ゐ畠噌 慧きり浮かぶ葛は,緋学校覆時重体膏の時間に,なんか,晴れてるな-∋冒革に気付いて,

見よぽたら音∋冨宅衰運宅冒争闘だか這う感動っ冒いうのは苦い過ぎかもしれないんですほど

Fうわ-,広いな-｣藍か,ず蔓と昌鼻先9あ碍青い色 しか見えないんで音けど,ずっと三田先,

ずヨとず弓と行宅と9鞄の星とかがあ慧習うまた違う銀河とかあF3貰,色々,憩像を巡らせたLJ

』冒ましたねoi韓に考蒐冒いた昌ととかあ;jますか?〉特には考克てなかったですけど,すご

いな-一･･･-_JJ思･.-,た晴ド:._, I_=摘.,;すI_':い抽鼻的なんですけど,頭U.)中がすごい開けたようなイメL--

崇を持ちま』たO頭覆車が開署きたような軍)国かすごい広い耳メ-ジがもたれましたo｢広い｣

という-雷に尽き若』まうゐ警官博ど (翼)ai広さとか尭ききとかほど田辺に感 じられる?体の

感 じとか,Åさんのど爵当たも日昌感 じ毎釣るヲ〉昌の辺ですね (笑い)頭ので∋ぺんのちょっと

皇宅ら摘 昌なん凱 宴な昌と馨貰う冒るかも』れないんですけど, てっぺんの土くらいが,ふわ-ラ

冒開けた感 じが 』まずoi鼻さんが生き雷も篭る昌とにどう関わっている?)尭きいものの中では,

自分はおっきいも鼻覆車に内包さ鈍る,多鎗重要胃はない9-ヨのヨマのようなものかなとか恩

うん警官博ど,費の申菅も自分は盛死に生き貰い冒す-生懸命生きていこうかなって感じますねo

Fち引富博だ博れど,もがきま竃ヨ苦みようかな｣∋冒気分になりまずoく-番最初に体験された

前後 習 9 変わ等監昌と予〉髄ゐ胃も篭る時藍かぎ昌 , 膏の時の気持を思い出すよ引 己ずることがあり

ますOもうち学監も昌と習悩ゐ習る博ど学費艶は奉当にち引ま博なことで,でも自分には大事なこ

と習亨その時のギメ-撃を思い浮かべるとヲ弼菅も頑張れる気が してくるんですよねoあとラな

んか韓麗なも鞄を見習もも這う-3冒思うようになりましたoiきれいなものo)きれいなものとか身

近なと還る菅尾薄と』雷とも竃も葛とかさ昏車e う-& , 色んなも劉 こ気づぼるよ引 己なりたいと思

いま』たoそね宅ちらも警官o宅そういう俸観は争奪のAさんにとっ冒どういう意味を持っている

守〉脅9自分鼻緒ヨ冒いる価値観を形作習若いるも捌 己はなつ冒いると思いますoたとえば,悩

.･Il_･だ晦に白き細雪遠んて三･いもこtと甘ち-_lLら･墨 -†ニIri:やなあって思って,もっと頑張っていこうって

思うた勘 緒震なものをもも引離 も見るよ引 昌したいって思ったijとか,韓神的な拠 り所にはなっ

ていると思いますOだからといっ貰い蔓もある訳 じゃないんですげど,いつもそれを拠り所にず

る∋苦言うような拠 り所 じゃないと思うゐ習音ほど,時々ふぅて考え冒,Fああ事よかぅたなあ｣

ぅ苦学その程度なん習すすきどo結構そういう時鼻昌とを考克ると9へこんでいる時とかももょっ
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と心が晴れていく気が しまずoその懐かしい感じになったLJ,やっぱLJ理由もよくわかんないん

ですげど,何か哀 しくなったijLますね.(懐かしくなったリ,哀 しくなったり〉うんO何か矛

盾 Lでいるみたいなんです富まど,｢かなしいなあJ,と思う気持とぽかって晴れるような気持と,

混 じd3た感 じ苛,苦葉習いうと郷愁という創 こ近い気が します.くそういう時には大きさとか広

さとか,頭鞄串が広がった感じ?〉が しますねoいつもは閉じているんですけど,広がるみたい

な (貰い)閉じてるっ若いうか,なんか普段生活していると,目下のことしか考えられないじゃ

ないで音か｡例えば Fあした英語だ予習がある｣とか.(芙)｢今日の夜のご飯何しようかな｣と

顔 , そんなんしか浮かぽないんですほど,そういう空のこととか考えると,結構そういう日常的

な目前にある問題とか,そういう重しか晃でいなかったこととか,視野が広がる感じがしますね.

5-2 語りについ若の考察

Aさんにとって爵 F緒震なお空｣の体験の (超越牲)について

Aさんにとって ｢お空を見た｣体験はどのような点で ｢自分を超えている｣だろうか｡Aさん

にとって,(超越)を感 じるきっかけとして挙げられたのは ｢椅麗なお空｣であった｡Aさんは

｢お空｣そのものを (超越)と感じたわけではなく,｢何かそのときに,(略)宇宙を感 じた気が

しました｡｣と述べているように亨それをきっかけとして宇宙的な時間的,空間的な広がりを感

じ,その広さがAさんに ｢自分を超えている｣と感じさせたのだろう｡ その時空の広がりは,辛

宙の無限性に通 じるものであろう｡

広さについて

次に,Aさんが感 じた ｢広さ｣について考えてみたい｡Aさんにとっての広がりは,｢大きい

ものの中では,自分はおっきいものの中に内包される,多分重要ではない,一つのコマのような

ものかなとか恩うんですけど｣というように,自分を内包するおおきなものであると同時に,そ

うした広さを感 じた後は ｢頑の中｣にぽかっと開けた感 じを体験するという点で,その広がりは

自分の内部に存在するものでもあるようであるoつまり,Aさんにとって ｢椅麗なお空｣をみて

感 じた宇宙的な広がりは,Aさんを外から内包するものであると同時に,Aさんの内に開けてい

るものであるともいえる広がりなのである｡

｢自分を超えた何か｣沿体験における 『自分｣のあり方

Aさんにとって,椅麗な空をみて広さを体験することは,Aさん自身をその中の ｢重要でない

一つのコマ｣であり ｢ちっぽけ｣だと感 じさせラ悩みがあってもそれはちっぽけなこととしてこ

ころが晴れるという｡ Aさんにとっては,単純に自分の存在の小ささを感 じさせ,存在を圧倒 し

たり,自尊心を低下させるような体験ではないようである｡ そうではなくて,自分という存在が,

く超越)の広大さに比べればほんの小さなものであり,その意味で自分という存在の有限性を感

じる体験であると同時に,Aさんという主体が帰るべき何か大きなものとのつながりを確認する

という意味で,自分の存在の無限性への繋がりを感 じて,Aさんに安堵や活力をもたらす体験で

もあったと考えられる｡
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次に,Aさんの (超越)体験における ｢自分｣のあり方に注目したい ｡ Aさんは,｢多分重要

でない一つのコマのようなものかなと愚うんですけど｣と述べるように,自分の存在を (超越)

の視点から捉えた後,｢その中でも自分は必死に生きていて, 一生懸命生きていこうかなって感

じます｡｣としてもう一度宇自分を越えた何かの内にある ｢自分｣の存在を捉えなおすというこ

とが特徴であると思われる｡ 言い換えると,く超越)を体験することで9｢自分を超えた何か｣の

広がりから ｢自分｣の存在の卑小さや有限性が顕わにされるのだが,その ｢自分｣の有限性をも

う一度 ｢自分｣の側から ｢自分を超えた何か｣に向けて限定 し直すことで,反対に ｢自分｣を

F自分を超えた何か｣の中で確固たるも創 芸しているように思われる.

こうしたAさんの ｢自分を超えた何か｣招体験における ｢自分｣のあり方を,統合失調症者に

おける (超越〉体験との比較において考えてみたい｡武野 (i994)によれば,統合失調症者が体

験する陽性症状の作為現象や迫害妄想などにおける超越的な存在は統合失調症者にとって ｢全能

であり, 後ろから自由にわれわれを操ることができる. 背後からの力の作用に対 しては･- (略)

-卓全 く無力である｡｣と述べているO これは, 超越的な存在に主体が圧倒され,自分を超えた何

かに自分が飲み込まれている状態であると考えることが可能である｡ こうした統合失調症者の

(超越)体験に対 して,Aさんの場合は F『自分を超えた何か』の一部としての自分｣を体験 し

ながらも,その中で ｢『自分を超えた何か』ではない 『自分』｣を明確に持っているといえる｡ こ

の点で,(超越〉体験における主体の F自分｣のあり方において,Aさんの体験と統合失調症的

な く超越)体験とは明確に異なると思われる｡

郷愁について

Aさんが ｢空｣を自分を越えたものとして体験する時,その広大さに ｢凄いなあ｣と感 じると

ともに,｢かなしい｣と同時に ｢ぽかっと晴れるような気持ち｣を体験 しそれは ｢郷愁というの

に近い｣と述べるo こうした感情からはどういう事が考えられるのだろうかo

まず ｢凄い｣という感情については,自分がちっぽけであると感 じるほどの広大さに対 して,

かなわなさや畏怖の念のような,文字どおり ｢空を見上げる｣ような感情であろう｡

次に語 られた ｢郷愁｣という気持ちに注目してみたい｡まず,郷愁とはどのような感情であろ

うかo広辞苑によると郷愁とは,｢①他郷にある人が故郷を懐か しんで寄せる思い｡ノスタルジ

ア｡ ②過去を懐かしむ気持.｣ とされる｡ つまり,故郷とは別の場所で,過去にいたことのある

故郷を懐かしんでその故郷に寄せる思いのことであろう｡ では, なぜAさんにとって空の広大さ

は,故郷に感 じるような感情を抱かせるのであろうか｡

Aさんにとって, 締麗な空を見て,｢自分を超えた何か｣を感 じる体験は,そこで宇宙であっ

たり,何倍光年生きてきた長々に患い喜ばせたりして, 時間的,空間的な時間の流れを感 じる体

験であった｡Aさんは這うした く超越)の時間的,空間的な無限性に,人間が生まれ帰ってゆく

ところの原初的な何かを感 じたのだろうo それは,母子関係で言えば,出産前の母の胎内や,也

産直後の母子一体の体験なのかもしれないo また亨ここでの原初的なものとは,次のようにも考

えられるだろう｡ 小此木 (1979)はFTeudの ｢死の欲動｣論を援用 して,生から死を見るのでは

なく ｢生以前の存在 としての死｣を想定 しテ｢死からいかに生が生まれるか｣を論 じているO こ

うして死を ｢生にとって原初的なもの｣と考えると,Aさんの感 じた無限性は,無につながると
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も考えられ,｢今生きている｣Aさんにとっての故郷として ｢生きている人間がもともとあった

状態としての死｣が,宇宙的な広がりから連想されているようにも考えることができる.

河合 (2003)は ｢近代以前の世界における宗教的な救いは,ユングが石との一体感を持ったよ

うに9神との結合9 ト-テふ,自然や共同体との一体感である.｣と述べている. Aさんの場合,

ユングが石に感 じたような,石と自分が交換可能であるような一体感を感 じた訳ではないけれど,

自分が宇宙的な時空の広がりとの一部であるという形で繋がりを感 じるという意味で自然との一

体感を得て,宗教的な救いというところまで行かないまでも,少なくとも生活を営む上での活力

を得ているといえるだろう｡

しかし, いずれにせよ, 郷愁を感 じるには, 故郷とは別の他郷が確固としてあってこその感情

であると思われる｡ そのように考えると,Aさんは帰るところがあっても,そこに飲み込まれる

ことなく,｢帰るべき死｣ という ｢故郷｣から離れて,｢今生きている｣という他郷がはっきりと

していることが窺えるo

6 まとめ

Aさんにとっての く超越)体験について

Aさんの (超越)体験において9｢自分を超えた何か｣は ｢椅麗なお空｣を見ていて感 じた,

時間的,空間的な宇宙の無限の広がりであった｡

Aさんにとって,そうした体験は ｢自分を超えた何か｣の広がりの中に内包される自分を体験

すると同時に, 自分の中に ｢自分を超えた何か｣の広がりを体験するという内でもあり外でもあ

る広がりを体験することになったOまた,｢自分｣が ｢自分を超えた｣大いなるものの一部であ

るということを確認 して ｢『自分を超えた何か』の一部である 『自分』｣を体験 し,｢『自分を超え

た何か』の一部ではない 『自分』｣を体験するという,両義性を学んだ体験であった｡これは,

Aさんという主体が,宇宙の時間的,空間的無限性の一部であることを体験 し,その広がりから

するとちっぽけな存在であると自分の有限性を突きつけられる体験であるが,そこから逆に ｢自

分｣から ｢自分を超えた何か｣方へ ｢自分｣を定位 し直すことで,｢自分｣の存在を際だたせる

ような体験だといえるだろう｡

また,病理的な 〈超越〉体験 との比較においては,〈超越〉体験における主体の ｢自分｣ と

｢自分を超えた何か｣とのあり方が重要であると考えられることが明らかになった｡この点は,

更に研究を重ねていきたいところであるO

調査面接を基にした心理岳床学研究の可能性について

こうして,心理臨床面接のクライエントではない青年に対 しての面接調査を行い,その語りを

考察 してきたわけであるが,ここで心理臨床学研究における臨床群以外の被検者を募った面接調

査研究の可能性について少 し考えてみたい｡

藤原 (2007)は,心理臨床学の研究について述べる中で,調査面接研究について考えていく際

に必要な観点として次の三点を挙げている｡ 第一に,調査面接での半構造化面接による記述事例

と心理臨床事例とが本質的に何が違うのか,違わないのかという点,第二に,調査面接で扱うテ-
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マが臨床実践に基づいたものであるか,その研究手法が心理臨床研究 としての新 しい手法である

かという点,そして第三に,クライエントを対象にした臨床心理面接に基づ く事実ではないとい

うだけで,心理臨床学研究ではないと言えるかという点である. 本稿では,第三の点について若

干の考察を加えてみたいと思 う0

本研究では,被調査者は心理臨床面接にこられた方ではないことは先述 したとおりである｡ し

か しヲ心理臨床学が心理臨床実践の体験に根ざした学であることを考えると,心理臨床学研究に

おいて研究のもととなるのほ,基本的に心理臨床面接における人間関係において生 じた事象であ

るということができる｡従 って, こうした 〈超越性)についての研究 も渡辺のように臨床事例の

記録をもとに研究を行 うことがまずは本筋であるといえるだろうし,その意味でこの研究は心理

臨床学研究としてほ不十分であるといえるのかもしれないo

Lか し,問題部分で述べたように ｢臨床｣ という営みが,セラピス トという一人の人間が, ク

ライ王ントという一入の人間が生 き,そして死んでいく過程に寄 り添 っていくということである

が,心理臨床学研究において心理臨床面接にこられた方だけではな く,それ以外の人間のあり方

を知 る昌とも実践に生 きる知識 となりうる殿ではないだろうか｡

心理臨床面接に昌られる方というのは,クライエントはその抱える課題の大 きさよりなにより,

援助的な関わりのこ-ズを感 じていて,そのこ-ズに応 じて援助を求める方のことであろう｡ そ

うした援助ニ-ズを感 じなかったり9感 じていたとしても種々の事情で来談されない場合はその

対象 となりえないo こうした視点から見ていくと,心理臨床学研究は,面接の場に居合わせる可

能性のあるクライエントかセラピス トのみを対象 として,その限 られた人間関係か ら人間のあり

ようを見ていく研究にならざるをえないだろうo L=れは,心理臨床学が心理臨床実践体験を基に

した研究分野であることを考えると予自明のことのようにも思えるo Lか し,心理臨床という営

みが,クライエントやセラピス トのみならず人間の生死に携わる作業であることを考え,そのべ-

スとなる学問分野 として心理臨床学を位置づけるならば,心理臨床学研究においては,心理臨床

実践 という場における人間関係をその主軸としてもっにせよ,心理臨床の枠外においておこなわ

れた調査面接か ら得 られる入間のあり方に･ついての考察は有意義なものと考え られる｡

例えば,調査か ら得 られた臨床場面では会 うことのない現代人の人間像を知ることは,心理臨

床面接を行 う上でも有岡であると思われる｡ またき心理臨床面接には来ず,調査面接 という枠組

みで しか出会 うことのできない人がいかに 〈超越〉を生 きているのかを知ることができるという

可能性を秘めていると考えることもできると思われるO ただ,方法論の検討において述べたよう

に,〈超越)体験を語ると言 うことは,その人の存在の根底を揺 るがすような体験になりかねな

いo面接での臨床家 とし首の配慮が必要な事は言 うまでもない｡

今後の調査にむ博で

今回こうして超越についての調査研究を行なったのだが,まだ既存の研究が少なく,試みとし

ては蕃質的であると思われたがき基礎研究を欠いているという意味では探索的な研究になったよ

うにも思われる｡ 本稿での事例研究は,それ自体に一事例 としての重みがあると同時に,(逮

越〉を考える上での視点を模索ずるという探索的研究の意味 も含まれている｡ 今回得 られた知見

をもとに,(超越〉についての数量的な研究を行なうこともひとっの試みかと思われるが, これ
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は今後の課題 としたい｡

注

1主体とは,生身の人間存在全体を示すことばとして用いることにする｡ Jungが用いた意味での自己

という概念にも人間の全体性を意味することがあると考えられるが,自己がこころのみを連想させたり,

自己と他者という二元的な二見アンスをすでに包含する可能性が考えられるために本稿では用いない0

2ヌミノ-ス体験とは,Otton921)が宗教における ｢聖なるもの｣を追究して得られた概念で,その

合理的な要素と,道徳的な要素を引き去ってもまだ残るも′のに注目し,ヌミノースと呼んだ0本研究で

扱う ｢自分を超えた何か｣の体験とも密接に関連しているものと思われるが,同義の体験として扱うに

は検討が必要であると考えられる｡ 従って,本研究では ｢自分を超えた何か｣の体験のひとつとしてヌ

ミノース体験を位置づけておくことにしたい0

3 ｢自分を超えた何か｣にまっわる体験は非常にプライベートな体験になると考えられた｡また,語り

とともに,被調査者の超越とのあり方を別の視点から見ていくことができると,被調査者像にふくらみ

が出てくるものと考えられる｡ 従って,第一･に被調査者とのラポールを取ること,第二に被調査者のあ

り方を語りとは別の視点から見ていくこと,を目的として,体験の語りの前に描画 (樹木画,家屋画,

室内画)を実施した｡本稿では,紙面の都合上,描画の内容については取り扱わないが,面接内容に少

なからず影響を与えたものと思われるので,調査の手続きとして実施したことを記しておく｡

付記

本論文は亨2006年度京都大学大学院教育学研究科修士論文 ｢超越性 についての一考察｣の一部を

加筆,修正 した ものである｡ 論文作成 にあたり協力 して くださった大学生の皆様, ご指導いただ

いた藤原先生,桑原先生 に感謝 します｡
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A Study of "Transcendence" from the Viewpoint of Clinical
Psychology: On the Basis of an Interview about Experience

of Something Transcending "I"

OOYA Toshiki

This study is about "transcendence" from the viewpoint of clinical psychology.

According to Kawai(1983Lproblems of "transcendence" were related to changes of clients

in a psychotherapeutic interview,and therapeutic changes occur when a client posess a

sence of "transcendence". Thirty university students(nine males and 21 females) took part

in this research interview.In this interview, they were asked liRave you ever experienced

something transcending 'I'''l? After drawing three pictures. After examining interviews,it

was clear that experience of something transcend "1"was diverse and special to

individuals.Hence it was appropriate to examine interviews by a case study method.As a

result,Following points have become clear .Firstly,it is important to consider what'!' is

in "something transcending lI'experience" when we examine how it influences those who

experience it. Secondly, this study has an importance as a study of clinical psychology

though those who took part in this research are not clients of psychotherapy.
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